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北海道林采試験場時報第 51 號

潤葉樹 ピ原料とする稀 附酸 パ ル プ 

製造に就いて (第三報)

シナノキ, エゾノシラカンバ及びブナノキ

技師 内田丈夫

技手渡邊賢彌

緖 言

本道那業樹をM料と して林硝酸を以て忠理 し,純代な化戦用パルプを製 

造することを企闔し, の賞験締果はUに木場時城第 31 戦一戦をて 

報省したところであるが, 此の試驗結果に基づぎ,稍多状の資料に就いて 

バルブ製地を試み, 共の資材の側製行程,機械設備, 製造行程,共み他等 

に就いて試験を進めつつあるところである。

本報告に於ては, シナノキ (Tilia japonicn), エゾノ シラカンバ (Betula 

Tauischii) 及びブナノキ (Faguserenata) を原料と して試驗 した結果に就 

いて述べんとするところである。

本試驗は從來餘 り 利用 さるると とのなかつた葉樹を原料と して化単用 

パ ル ブの製独 を行つたため, 之が布す る性質に 適應する た め位に ﾡ確酸 を 

使川 する結果,従楽のバル ブ製造用裝 62 と は幾分異な つた 動 を生じてる。 

今木試験工場に於て使中のものに就いて参考のため略述すれば次の通 り 

である。



I 機械設備

(イ) 横 切 機

本装置は適當な長さを以て現地から運撤され,土場に貯へられた原料を 

御片機に投入するにﾡ広な長さに切断すると共に, 死節等の除去を日的と 

して使用刑 してゐるものである。 ・

者は査材を小毎木に来めると と を礎と して本試驗を進めつつわつ 

たため, u径24叶の丸鋼を使用したが, 大極木が供給され仰る場合には 

幼論大型つものを使用すべさであらう。動力と しては次の削片機と共通の 

7.5厚力の電功機を使用 しつつあるが,之は本装的が削片機に比べてまだし 

く短時間でﾡ理を絡るため, 特に此のﾡ山のみに別ﾡの動力を設置する必 

変を認めなかつたである。

(□) 割片機

潤葉樹の材質は甚た整硬なものから,甚だ柔軟なものがあると共に,木 

法に於てはい制片を使用する必数があるため, 之等のﾡを考して本試 

驗工場に於ては特殊の削片機を考案採用 した、@pち山極38け,厚さ8叶 

のﾡ鐵製四板にみ双渡り 9 討の双を 4 価附し, 此の双の設置箇所の間に小 

を各1附幅に附者せしめた。此の圓板の外側には 2討のﾡを 3 枚取付 

けた。

以上のﾡ盤を布するﾡ徴製四板をu優50け, 幅 8討の皿型新板NW中 

に入れ, その一部に原料投入口 を附した。囿板の廻轉によ つて 飽削 された 

例片は聞板ん廻ﾡ及び山板外側のﾡの廻純に よ つて生する風力に よ つて吹 

上げられ,之によ り適當な削片を分離するため故に之が運族の便を計るた 

め,鐵版ﾡ下部に山極7けつ回ﾡを地締し, のロを高さ2.5米上のm州 

貯複空に開か しめた。此の鎌戮取図板は 7.5馬力の電動根(によ つc価分 400 
回の廻轉を與へた.

(ハ) 系汽(

本法の特後と して,各師*&理の呼合は常に常州に して,100°G 内外の 

狙度を1ソ. て行ふため,共 の 加熱方法に於て も 多量の 熱量を必要と しない.

且山理時1が短いため, u大に よ る加熟つ方法は木法に於ては不ﾡであ 

るととが推測されたため, 本い理に於ては越べて蒸tに伏る加熱法を探用 

した. 此tの日的のために山任 1.0s 米,長さ 2.4 米,織内に 2 討銀管 34 
よを行する多管夫横型満tを選び, 燃料として資材の樹皮部,切話帰, 

共の他伐木造材時に生する枝類,共の他無依等を使用する目的のために階 

役式ロスト ルを探川 し,ポる限 り 燃料の節なを 日標と した.

本然汽織は常用毆力 76 ボンドにして,各場理に討してはﾡﾡに波ﾡを 

行つて使川した。株六ﾡよりの満式ﾡはﾡ酸理崎, 炭酸西連忠理株,各 

漂白柏,前酸度理端, 炭酸西連展液流液權, の他加退を災する場所, 

冬季間凍結の生ずる場所に連絡せしめた。

(=) 神酸慮理曜

本航は木法によるパルプ製ﾡにかて, 特種のものであり, 且要なもの 

cして, 硝酸を使用するため,ﾡ討に耐府酸性資村を用よる必要がある。 

本諸 D責材は 本法の工契 化 に 對 して 中: 要な 位山 を占むるもので, 種々のも 

の. が提案されてゐるが,常端は木邦産耐岡ﾡ性不ﾡ鋼を使川し,従米だ分 

の数果をあげてるる。

本械は常歴にして 100°C附の過ﾡによつてM理が行はるるため, 前 

述の蒸汽楸よ りのれによ り間接加熱を行ふやう直徑 1米,深さ2 米の 

網板製圆構の内部 に,和述の不鋳鋼製の直郡 85 橋, 深さ 2米のﾡ型識を 

外航広部よ り約 40 柳の間隔をあけて取付けた。加熱用業汽ﾡは外部鋼板 

製聞航の下方部に絡された。理の際生する前酸液述の變化, 之に伴な 

ふ硒酸濃度の變化,彼生ﾡの巡放"を防ぐため,内部つ不誘靖製織の上 

方側部に冷却を附ﾡせしめた。此の冷却管は内御30ﾡ, 長さ 4米のm



fから成り, の中に内側を迷を以てﾡ付けた i 叶の第管24 木を縦に 

配許し, 此の鎌管外部に冷却水を通ぜしめた. 此の硝酸處理撤を使用する 

に際してはBの取付けに 10 数本のボールト を使用することに した。

(木) 炭酸普達處理罐

前のﾡﾡﾡ理ﾡによつてﾡ理された資色の向方を木ﾡに移し, 関に拠 

酸前整液に上つてﾡ迎するためのもので, 此のﾡは山任90ﾡ, 深さ2米 

の鋼板製にして。接合部は電氣ﾡ接を行ひ, 内部には加熟するために上・ 

部より下方に向つて織内ﾡに接してﾡ校映に 10 數回 卷いた 1叶鋼許を設 

置 した。織産部から淡感曹度液浪協雄に型絡配管を行つた。

(へ)叩解機

笈酸普達處理後の ものは,此の叩解機に流入され解紛された. 本ﾡ置は 

木製の聞ﾡ上り成り, u［径80ﾡ,長さ190ﾡにして,内部には木製ﾡ20 

本を行するﾡを1延通せしめた。此の軸は一分間約 30 回ﾡNし, 上カー部 

よ り入した向を合し液はこの翼に依つてﾡされつつ, 他方の中側 

部の放出口に流出せしめた。

以上の和々のﾡ型を安けたパルプを合む液は, 砂止箱を経て 6カッ ト內 

外の間際を行ナる協別機に依つて締別され, デッカーマシンにより流, 

座縮され, 次いで媒索化を行ふため漂白稲に流入せしめた。かく して更に 

苛性曹達處理及び漂白の三段漂白を行ふことに した。

以上本調布と對して設置した裝砂に就いて特殊の班を述べたが,次に削 

片製造行程迄の概略を述べる.。

I 製造行程

(イ)伐木竝に造材

從來パルブ資材と しての伐木血にﾡ材に就いてﾡ査ﾡ表されたものはﾡ 

聞にして知らないが,勿崎の作采にするう» 経費,チ共の他劳働時間 

のﾡは, 伐採樹極,伐採時朗,#地の事情その他地方の状沈等各団の事 

情を fと して希しい相違のあることはﾡ然であらうよ針葉樹にﾡしてﾡ 

坎樹の伐採蛇に造材には自ら 異なつた心がわり,此の訓査は資村の慣怖そ 

の他バルプ製地の上に山接,間接影響を行ナるものであらう。 木ﾡ査は 

の一例と して野幌図行林にかて, 脚 高直林平均 25 樹のシナノキ竝にエゾ 

ノ シラカンバ及びグケカンバに就いて行つたもので,大略次のやうな料果 

を件ることが出來た.

( 名のﾡ働闘間ボ場)

人夫I名I日代 
木我に逸材行程 

(1 日ネう崎 
\I/IOnIIノ

(石)

*w#**ィ
__父ﾡ働ﾡ間に よ リ 1 石所ﾡ 

正秀働BI 
(分)1 B間Uド 

(石)

l石.?リ 
所で間

ッナノキ 18 1.8 33.3 22.2

エゾノ シラカ ンバ 14 1.4 42.7 28.6

ダケカ ンバ 13 1.3 46.2 30.8

平 均 15 1.5 40.7 27.2

カ ンバ類に比べて シナノキの伐木蛇に造材時間が短 く て済む こ と は共の 

材質に よる もので あらう。而 して 以上の結果から 6 *ロ の道路を従歩で現 

場を往復し, 此の時間を含めて 10時川の弥働時間とした場合い1 石の代 

探位に逃村にﾡして不均40.7分をﾡするが,此の往復の時間を除いたもの 

を続正分働時間と して 1 石當 り の勞働時間を見る と平均 27.2分をした 

ことになる (休憩時間その他鋸の目立時間等は永被労働に対する強備行為 

であるとし, 之は一林の労働である と し,純正労働時川に合めた)。各式材 

は屈曲甚だしいため,取扱に便利のやう に 2 米に逃材し, 旦目通り 末口直 

優 10梅以上の枝は之をﾡ村し, 利用したために一般の川材の場合の所災 

時Iに比較して多くの時間を災する結果となつたと考へられるが, 本調布 

地のやうな地域に於ては1 日 15石内外の代木血に逃材は可能ではないか 

と考へられた。而 して 1石盛りの塗ﾡ働時間の内, 挑正ﾡ働時間と考へら 

れるものは 67 %に して, 途中往復の所要時間制合は分働時間の約33%



にﾡすること になる。かや う に途中の徒歩時間が木調に於ては全分働時 

間の相ﾡを占めてゐる。故に挑正ﾡ働時川を 10時間とし, 1 行諾りの 

純正分働時川を30分とナれば, 本ﾡ益に於けるやうなﾡﾡ, 地城等に於 

ては 1 名約 20 石の伐木位にﾡ材も可能ではないかと考へられる。

(□) 籤出し竝に運材

本謝査にかてのﾡ出しの距ﾡは 100～200米にして, 以上の短材を総べ 

て 人力を以て行った場合に就いて加査 した. 此の該山し後は貨物白動に 

よつて 6 料を往祖 して搬出を行つた。 のﾡ果人夫 4 名にて不均10 石i 

花 7 時間で先了すると と が知られた。此の數値は 本了冇林のやう に地勢不 

坦であり,且非常に全な林道を行する地域で調査したもので, 他の地城 

に於ては攻はﾡだしい相を示すものでないかと考へられる。

(ハ) ﾡ皮作業

化學用パルプに限らず,製紙用ルプに於ても棚皮の責材に残置すナるこ 

とは, 生産されるパル ブの品に思は しからさる ﾡ果 をﾡナことは 衆知 の 

もので, 此の 樹皮 の除去 に は 充分の注意 と監督とを災ナるところである。

而 してﾡ皮作梁は樹種のﾡなるに よると 共に, 俊木の時期に よ つて渋だ し 

い相違が認められるものであるとされてみる。本調査に於ては大略胸為直 

径 20～40 不均 25 ﾡのッナノキ位に エゾノシラカ ンに就いて剣皮 

を機具により手側法を以て行つたﾡ果, 次の平均値を怨た。

(リ 1名・10 時間作業)

シ ナ ノ 
(石)

エゾノ シラカンバ 
(石)

6 月 18.5 6.0

1 1 月 2.7 0.6

」二祀のやうに 6 月に伐採 した ものの剝皮れは 11 に代したものに比

べてシナノキに於て約7倍, エゾノシ ラカンバに於ては 10倍にﾡしてゐ 

る. メシナノキの側広量は6月のものに於てシラカンバの約3価, 11 月 

のものに於ては約4ﾡむ示してみる。かやうに兩樹師の間には殯だしい相 । 

地が慮められるものであるが, 之は附裕つ掛皮の性状のだ しいに よ る 

ものであらう。更に本制県は代探の時期を県にする資村の創広述のﾡ違を 

示し, 特に=ェ ゾノ シラカンバは時期によつては剣炭の田難なこと を示して 

わる。ﾡ木調布は不均山征25悔のものに就いて行はれたもらで, 毎設の 

大小, 田山, a市の多少等もこの作系量に主延な最響む行することを考へね 

ばならぬ.

以上の剣を行つたものは土場に山米るﾡり空条血に日光にWでせしめ 

て地に乾ﾡせしめた。

£ 丿 、(=) 横切竝に 削片製造

上場に貯へられ,乾ﾡした資村そ向虫に入れ, 横切機 (uの (イ)) o 

九ﾡによつて長さ 15 ﾡ内外に切Mする。 の長さは木工場の向片機 (田 

の (ロ) が 15 ﾡ内外のみを行するによるものである。此の横比作業によ 

つて死節つ除去を行ふことにした。 木作衆行郡は樹ﾡ,資村○形状その 

他極役等.に よ つて影響される こ と が多のは例論 eあるが, 多数の調査純 

果を不1均3山した納果,靴場原〔料100延賞り不均15分内外を災し, ttの 

際生する無/% 死位"の除去による損率は原料の重述に分して 6〜9%, 

不均 8% なる を認めた。

以上の操作によ つて作られた 15 幅の木は山ちに前造つ機能を行ナる 

削片機に投入され,こ ・に於て呼さ 0.5～1 札, 価 8報, 長さ (ﾡ維の力 

向にut/) は種々の簡片となり, 木機の位底部に連絡する鐵. 即 U 筒を通つ 

て,前機の山板の廻付により生ナる県により) 簡袋場迎つ側面=あ 

る削片貯蔵室に至る。此の吹上げの間に一定の削片以外のものは分聲され, 

微帝底に沈下 しi積 ナ る結果,従楽のや う に 特に 制の分別を特川の製出 

によつて行ふ必要が認められなかつた。

次に制片調製にﾡする時間は樹種の材質, の他原(料中つ合水にょ り



大きな遊がﾡめられ, シラカンバに就いて含水のなと, の行和との 

の状ﾡを示すとの通りであろ。

原木中の水分 
(の2

mル100TE役2-
2する時間 (分)

木 1 の水分 
(2%) 2する9間 (%)

60 130 35 90

50 116 . 22 140

上表から知らるる如く,合水 356 のものが俄も 友 好な結果を示して 

を り,水分の多いほど,又乾燃の花だしいものほど加片网製行程の迎延する 

ことを示してみる。特に乾燃の 高5 いもの は 急激に その行程 は 迎延 す る純果 

を示してゐる。水分の多いものは材の粘性により切断力を減少せしめ,乂 

統拠度の高い り の は材のﾡ さ のf加に依 る も のでは ないかと ﾡ像 される。 

本機の作梁にかて原料損失率は原料に登して不均4〜6% を示してゐる.

以上の調術果から, 横切機に於て原お100起に別して 15分, 削片機 

により撤良の場合00分の作発時間をﾡし,大崎 105分にして向才を製量 

した。而 して以上の各作業中に生ずる資材の損失率は成木求策に対 して 

平均13% であるととが聞められた。

I 摘 要

以上の各作衆を経て原料を簡州に調製 し,前述の各處理揃により 處理 を 

行ふ。 次にシナノキiにエノ シラカンバに就いてパルブを製造 したその 

結果を述べる。

供試 した兩樹種の化學的知成をもすと次表の通 り であ る。

此の結果を木道産の トドマツ蛇にエゾマツに比皎すると,特にベントー 

ザンに高み, リグ=ンに歩るととが認められた。織維素合量には大遊は認 

め られなかつた,又商種を比較すると, ルコール位にベンソール抽川物 

はシラカ ンバに多く, ペントーザンも 同者に特に 多い こ と が知 られた。 

リグ=ンは大差なく, 冷水抽山物はシナノキに高むゃうであつた。繊権

——8 —

(載中)

シナノキ エゾノシラカンバ
(25) (25)

灰 分 0.419 0.527

ペンメール•アルコー ル抽出物 4.799 7.469

ベント -ザン 11.533 J0.284

リグ=ン 21.121 21.021

n水抽山 約 4.527 1.709

n水抽 出 約 0.928 1.343

1 % NaOn 抽 出 物 14.397 14.486

振報楽 66.531 62.278

は大きなはないが, シノ キ に納多 い封果 を示しておる。

第一報に於て供試品と してダケカンバを使用 し,制片に討する耐献に2の 

% を以てﾡﾡ量と したが, 本調の場合には, ﾡに到してﾡﾡ量は 20 
% で適當である ことが知られた.

今本調査にかてﾡなﾡﾡ型ﾡ件と して使用 したものを示せば大の通 

りである。

液はに よ る時大 G～8 倍飛, ド均 7催を以て充分浸するこ

义 现 條 件 樹 ・ ____
シ ナノやI ゾバ シラカンバ

ﾡにﾡするﾡ被江座 c%) 20 20
制ル100延に加へた液量(ホホ) 700 700

飛温ﾡ cC 98 99
ﾡ m 時 間 c分 60 60
神酸脈量に4する消費ﾡ cの) 59.8 61.2 .
mルに討する消費政 c5 12.0 12.2

とが出た。而 して加熱方法は前述のやう に蒸汽によ つて行ひ,且念激な 

加熟による業品の不均一な作川を避けることに注なした。 通t後約 20分 

に して二酸化製楽の排山するのが認められる故に, 夫れ以前節ち加温後 15 

分 よ り 冷却器に通水を行つた。加 消は 初め 5 ポンド 内外の蒸を も って し, 

所要温度に到達後は 2～1ボンドの蒸を以てﾡ温座を保持するに努め



た。以上の處理を終了後,尙 15～20 分間冷却器に通水を行ひ, 後内ﾡ物 

を液よ り分離 し洗流を行つた。

以上のやうに所要時間は約1 時に して,木ﾡ理に於ける通ﾡ加退時間 

は前後約2時間を以て光分であつた。且の川に於てﾡ温座を所媛通座 

以上に従に上させることは, 阿酸を必要以上に清託するﾡ果となり, 又 

ﾡ理時間を所定以上に糧ﾡナ る時 も 同様に, 岡ﾡ消費を増大せ しむ る果 

となること は第一報に於て も知られた事在である。此の間の處理は本法に 

よるバル ブ製ﾡ中ﾡ も ﾡな部分で, 所期の品質のバ ルプを得ると否とは 

大牛 こ こ の操作,監理に依つて決定 さろろと 思考された。

上遊のや う に して硝酸處理を受け黄變 した削片は,ﾡ後数破N地ﾡ(回 

(ホ))に移し, 我酸雷建液にて再び處理を行つた,第一報にかては越べて前 

性再達を もつて忠理したが,回牧のﾡより拠酸ﾡを使川した。炭酸伸達 

ﾡ和に際しての使川ﾡ, 液量, 那温ﾡ,時間等に統いての不均数飾を示 

せ女の通りである。

ﾡ 片 に?して% a ﾡ
最順---ﾡ

刃『 
(分)

間
Nu.CO,仙用量 花 * •

2 700 no 80

本ﾡ町ﾡ了とに次酸1ﾡ度液を分離し, 後木製の叩解機 (図の (へ)) 

により削片の解好を行ひ,後ルプ液を稀細し, 砂止物を通過せしめ, 未 

蒸解物の除去を行ひつつ締別機 (ﾡの (ト))に搬入せしむる。協別機は約 

6カッ ト の間隙を有してゐる。締別後は 80～130 メ ッシユの網目を行する 

デッカーマシ ンにより 洗滌 し,出來力る限 り 水分を禮縮除去 し,乾燃する 

ことなく 直ちに翻非化梢に撒入せしめた。廳索によ る處理後,締載市性M 

液にて 100 ℃ に於て處理 し,呼び洗ﾡし, 晒新に依る漂白,精製を行

つた。 ・

以上の各始理 を経て作られたパルプは 四網式抄紙機 を 使 用 して板 を 作 

り, 之を低温にて乾燥 し製品を完成 した。今兩樹種に就いて対た收力率を 

示せば次の通り である。ﾡ未ﾡルプ数に就Wては一部分を収り,此の
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中の水分を測定し出した。

(6>
ラカン工

制 ルI00 に登して

ポ甲パル 43 45.7

納衆バル 40.2 41.1

原料100起

ポ呼バルブ 37.7 39.s

特製バルプ 35.0 35.s

(但し削片製造旅に原料に対 して 132s の払があるとして出)

即ち原料乾燥朮：粒に対して シナ ノ* 35%, シラカ ンバは 36%の構製パ 

ウブを代, 平均 35.5% を柄樹部の原料から製し側ることがﾡめられた。

化W用パルプは品質の挑代であること を要し,且又製品品質の均一性と 

云ふこ とが必要である. 然るに双樹は針葉樹のやうに同一掛種を一時に 

多量に得ると云ふことは, 二,三の樹種を除いては困難であると考へられ 

るが故に, 同一樹種のみを到像とするこ と は一般的に見て永ﾡ的供裕の貼 

から しからざるものであらうと思おされる。部| 葉樹はその樹種を異に 

ナると共にの布機ﾡ成分の上に相が知られるもので, 之のﾡから同

--處理條件により各樹師の異なる资材から,その製品でわるパルプの品賞 

の均一な ものを知る こと は,甚だしい困難性がある ものであらう と想像さ 

れた。 木法によつて製した商樹種の精製バルブの品質に就いて, の一 

増を示せば次の如く,α-繊維素位に測葉樹中に多量にが在するベン ト ーザ 

ンは, 両樹種間に逃だ しを認めるこ とは出來なかつた。
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納 製 バ ノレ プ 中 シ ナ ノ * エゾノシラカンバ

・- cの 92.001 90.01

ZB 純 c%) 3.502 2.10

1-松 cの 4.497 7.89

べ ン 卜 一 ザ ン
** 4.665 4.01



一般に化学用ルプと しての規格中, α-繊維米位にへミ七ルローズ合量 

は次表の通 りであるとされてゐる。

・-横維素楽 85～00%
ヘミセルローズ 10～1496

本法に よ る製地試験の精果は上変の数位, 特にα-繊維米合に戯いては 

先るものでないととを認めるとと が出來た。it述の やう に シナノキ竝 に エ 

ゾノシラカンバの精製パルプの品質に就いては各段の差を認め行ない。故 

に之等樹種は皿一責料のみならす, 混合虐理 も 可能に して,日の品質の 

均一性も望み難く ないことが想像されるであらう.

次に本道市部に多に生育ナるブナノキ (Faguscrenata) は他の双業樹 

に比べて, 同一地城か ら 多に資材を供給 し得ると 考へられる も のである. 

故にの樹ﾡをバルプ資材と して考へる こ と は他の泗葉樹に於ける如 く, 

ﾡ樹ﾡ合ﾡ理に到する題金を避け得るﾡが多い此ﾡにこの樹種を選ん 

で,前述の各機構を使川して化學川パルプの製造を行つた。

ブナノキには通常カブナ位にアオブナと ﾡせ られてゐるものがイ在す 

る と されてゐる が,本商驗に於ては特に兩者を師別 して處理する こ となく, 

同時に混合處理を行ふことに した。本試験に使用したブナノキは,東ﾡ棚 

営林作衆所よ り密贈された末口 平均 60_ﾡ内外のものであつた。

試驗工場到著後直ちに長さ 1米に玉切り, その皮部はみ物にょつて除去 

し,之を一般の薪材と同樣に縦に割って,野外に空氣の流通を充分ならし  

むるやうに積爪わて乾ﾡせしめ,腐朽を防止ナる方法をﾡじた。乾燃後機 

切機製: に削片機に よ D 刑を製ﾡ した。共の行程の平均 を 示せぱ次の通 り 

である。

横切機に於ては 100正にﾡして 16分, 御機に於ては 3.5時Iを要し 

た。@ち横切役の場合は前遮の2樹種と大釜のないﾡ果を示すが, 前機 

の場合には甚だしく共の速度は劣るこ とが知られた。而 して間機のみと 

原料との接觸角 を變更 して行つた結果は,100 延にﾡし不均1す 時間を要 

する。此の樹種の行ﾡが前述のものに比べてだしく多くの時間を要する
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は,の材質が乾ﾡし, 堅硬であるに由来する ものであらう と考へられる.

以上の各操作にかての損央率は不均11% に達した,

以上の各作采を起て作られた 0.5～1.0ﾡ厚さの制は,前述の耐酸理 

嫌に投入 し硝酸支理 を行つた. 今使用 した供試品の化學的組成 を示せぱ次 

の通りである。
番 1 . — J -

他 
Cの

マ--マ
中

灰 分 0.456 水抽出 納 8.015
ス少ラニ心抽出物 1.119 a水抽 出 他 5.205
ベントーザン 20.265 I%NaOH 抽出他 15.164
リグ=ン 23.876 ﾡ#楽 59.092

前述の2ﾡ樹と同様に, ト ドマッiにモゾマッ守の木道随計葉樹に比 

べてペントーザンには富むが,リグ=ンは少い。又前二者と異なる處はア

ルコール・ ベンゾール抽出物少く, ベント ー ザン は 兩者の 中川j に あつて, 

ッナノキに比べては多く, エ ゾノ シラカンバに比べると 少い。 リグ=ンは 

雨者に比べて稍多い結果を示 してわる。冷水位に温水抽出物は常に多 く , 

繊維素は前二者に比べて稍少い結果を示してゐる.

次に本試験に際して使川した前酸理のﾡ件を示すと次炎ゆ通 りであ 

る。(尙炭酸 W 連度现は前 2 樹種の場合と同様なものを採用した)
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何にﾡ 
するﾡ破 
基 (2%)

m温
(Cう

ﾡ時間 
(分)

何ルに対す る (25) 新 裂 バル ブ中 (2る)

1 未呼牧量 精製ペル
プ攻 量 ・-振戦交

ミセル| 
ローズ」

ベント 
ニザン

18 99 90 —
19 99 90 —
22 99 90 12.4
24 98 60 41.1 35.3 90.804 11.540
24 98 60 44.2 38.0 93.005 5.755
24 98 60 40.3 34.6 92.716 —
24 98 60 ? 48.2 ? 42.6 92.353 6.541
24 98 60 42.6 38.3 92.373 8.853 3.834

不 均 一 — 42.0 36.0 — —



本表に依り 明らかなやう に, 片に登して 22% の硝酸濃度を使用 した 

際は未だ充分な蒸解は行はれす, 多 く の未蒸解物が改招 した. 24 % の前R 
濃度の場合初めて所初の完全な以解を行ふこ とが川來た. 前述の シナ ノ* 

竝にエルノシ ラカンパの均合には,削片に门して 20% の硝酸濃度を使力 

じてﾡ分なﾡ果を得たとと に比べて, 本世ﾡの場合には和多 ﾡのﾡ破を必 

変とするととが知られた。 の使刑府ﾡの清貨量と樹ﾡとのﾡ係にﾡいて 

は尙別途の試驗を必耍とする も,各樹部の行ナる り グ= ン含盘その他の化 

學的細成と大き た關孫があ るのみならず, のﾡﾡのﾡ織も亦大きな影響 

を行するものではないかと, 従來のﾡ験制果からﾡ像される。

以上の處理條件の下に行った試験より毋たパルプ收果は,未晒パルプに 

就いて 見ると,ﾡ片派ﾡに登して干均42%に地し, 精製パルプに於て 

は不均 36% に地した。横切その他ﾡ製ﾡ等の作え間に於ての原料の 

損失は, 前述のやうに原料に対して 11%であるから, 原科に對しては 

未晒パルプ收舟は 平均 37% となり, 精以パルプ收先は 平均 32% とな 

つた。故に此の樹和のベルプ牧量は前二者の夫れ々に比べて常に少V緒果 

となる。

精製ルプにあいての品の一端を見ると,α-繊維求合は常に 90% 

以上にﾡし,ﾡも高い場合には 93% を示してゐる。且ﾡ業ﾡの木ﾡ部中 

に多いベントーザン合量は, その一例と して 4% に止り, 前二中のシナ 

ノキの もの に 比べる と 物少く, エゾノシラカンに 比べ るとﾡ同である 

ことが認められる。 ヘミセルローズと しては下均8%内外を合み, 規格と 

しての 10～14% に比べて少量であることが知られた。 して此のへ:七 

ルローズ合ﾡは, α-総維素合の加と共に淡少する傾を示すと とが本表 

の結果から窺はれた。

かやうにナノ キも亦化ﾡ用バル プと して役立ち得る パル プを興へ得る 

ものと, 共の精製パルプ品質の一端から推察 された。更に以上のぬﾡによ 

つて得たバルプを使用して, 中1工家的な納終償略を依ﾡの緒果, 交のや 

うなステーブル・ ファイバーを得た。
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導導-
度 (e/d> (5

(d) 乾花 I 渾 配 1 酒
1.5 25 17.56 23.31

150 3.3 2.0 14.40 22.00

(不ぶ験付果は制商守工系校投下町功氏得られたもで, 比ばに出意を
い ・ ♦

@ちの緒果は, ブナ ノヤのパルプは充分に 化豊用と して途を行する 

ものであること を指示するものであらう。

以上のやうに ブナノヤは, 向に到するﾡﾡ込ﾡに就いてシナノ *地に 

エゾノシラカンバに比べて多いことを要し, 且の牧量は少いが, 製さ 

れた パ ル プは a-繊権米そ の他の訪に就いては劣るものでないことが知ら

る.

本試験制果は第一報にかて得たﾡ監結果を基礎と して, 稍大規模の機構 

を以てシナノ や, エゾノシラカ ンバ位にブナ ノキにﾡいて化ﾡ用バルプ製 

造を行ったものである。

(1) 本驗試に於て行った 3種の双菜樹のﾡ酸蒸解ﾡ件に就いて見るに,

(イ)シナノキ竝にエ ゾノ シラカンバは共に,向に到して 209% の耐 

酸を以て 1 時I100°C附近の過座でﾡ迎を行へば充分な結果が得 

られた。

(ロ) ブナノは向ルに到して, 24% の硝酸を以て 1 時加 100°G 附 

近に於て所期の結果を内ることが出來た.

(2) 收状に於ては シナノキ蛇に =ノシラカ ンバは, 原料に到 して精製 

パルプの場合 35% 內外を示すに,ブナノキは 326 内外を示した。

⑶ 精製ルプのα-繊維素合量は, シナノキ平均 92%, エソノシラカ 

ンバは 90% にして, ブナノキは不均 9296 に迷した。

(4) シナノキ位にソノシラカンバは, 混合處理の可能性が推察される。 

ブナノキは一地域に多遣のﾡ積を布するから, I一樹種のみのぬﾡで 

ﾡ分その目的を述し得られるであらう と考へられる.
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本試験投構に釣 して純々の如指導を共へられた前場蚊,現林所課長石原 

供三氏に深く謝意を表し, ヌ木試験工場通体と同時に動務され, 入なと共 

に北滿に於て警備の任にあり つつ,常に本試験に到して関心をもたれ激ﾡ 

される今呼健否ﾡに登して厚く2意をする交第である。
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トドマツ 樹脂採集試驗成績 (第二報)

技部 鷲見 四 郎

・

1 緒 言

筆者 は第一眼に於て ト ドマツ世ﾡの採に開し,木州各地に於てクロ 

ッ, カマッの松脂の探媒にﾡ行されてわる方法に準じ, t ドマツの世度 

に科満切付を行ったところ,共の海出流下する樹脂の狀態に 2, 3 の特果 

性を役見ナ ること が出來たので, の結果を報書 したのであ る.

の後, 茂林省林業試驗場から 當場に ト ドマッ樹脂 100kg の採集方の 

依託があったので,第一機の結果を檢対 したが, の派商高樹ﾡ探集述は 1 

ﾡから 127gであつたので,100kgの世ﾡ探媒にはﾡ高の樹ﾡ探集量を示 

すもの約1,000 木を要し, 若し之に所期のつ樹ﾡ探媒量に逆せねものあり と 

すれば, 1,230〜 1,300 本のト ドマツに斜満切付を行はねばならぬことにな 

る.

ト ドマッのﾡはの樹成の切付口からﾡ山流下する状態が, グロツ, 

アカマツの松ﾡの状態と県なり利ﾡ利であるため, 科溝切付を行ふにﾡの 

切付ロのみでは,樹ﾡの流下に聞滑をﾡさﾡ満外に滋叫ナる傾向が多いO 

で, トドマツにかけるﾡﾡ切口は幅 1em, 深さ材質に逆するﾡ度の創皮を 

行ふのが安全である。此の切付方法は州の切付を行ふに較べ火の操作が法 

た面倒に なり,1 人 1 日の功ﾡは約 50 本程度である。故に若し 1,200～ 

1,800 木のト ドマツに此の切付方法を行ふとすれば 24～26 人の人数を要 

し,とをぁ一収の方法に従つ5 日目毎にﾡ大樹やの上方にﾡ溝切付を行ふ 

とすれ, 1 日小 5 人を要すること となり,ヌ樹脂探4ﾡ期@ち対清切 

付を行ふ時期を 6 月中句から 8 月ポと し, の日数を 80 日と番似
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せば,100kg の樹脂採集には延人口約 400 人の多数をすることとなり, 

1 人 1 日の貨金を 2m50 ﾡとすれ約1,000 四 の人件費を要し,之に 

樹脂探集端, 制皮器等の器J働及びﾡﾡを上すれば, 樹町100kg の採 

集費は1,400〜1,500回の多額に達する見込となるのである.

ヌクロマッ, アカマッの松脂探業事衆は少ﾡのﾡを集めるので, 常に勤 

勉と不ﾡ不屈の精砕とが必要であると言はれてろるが, ト ドマツ樹ﾡを新 

満切付法によ つて採集する時は, の 1 出からの探脂量がクロマッ, アカ 

マッの夫れに比し約～か の微なであることから して,更に一ﾡの動 

勉と不ﾡ不屈の柄神力とが必交となるのである。依つてト ドツ樹脂の探 

集人の選定には餘程の注意を拂ひ,ﾡ益な者を選ばば換定の作系の先艦 

を期するととが出來めととになる。

期く トドマツ樹皮に知満切付法を施し,溢出流下する相府を採集すると 

とは多額 經式を要する上.に,探媒人の 選定に も當を知ねぱ所朋の成果が 

得られぬとすれ, 此の方法以外に適當な方法を採用すべきであるが,未 

だ試験開始後 日 の浅 く,安全な方法の確定を見ぬのであ る。

故に支では, 一般モミ 風樹林の特性である ト ドマツの樹皮に生じてゐる 

脂坂を破り, 包含されてゐる樹脂•を採集する方法の採川を試み,國民學校 

兒童の勢力奉仕に依 り 實行 したのである。以下共の成績を 取纏めて述べる 

こととする。

2 試驗箇所

ト ドマツ樹晴探集ﾡ所は面税3,426hnを布し, ト ドマツを主林木とする 

野幌図行林内と したので ある。 木林のト ドマツは樹齢不均 80 年内外, 胸 

商直極 25～45cm, 樹高 22 〜 28m のものが大部分を占めでみる。

3樹脂採集主體

ト ドマツ樹皮に生じてゐる脂ﾡを破りセ合されてゐる樹脂を探する方 

法は,1 肺坂中に合れてみる樹町量が 0.1～0.5g の零細な派であり, 乂 

『彼を破るには別に量をﾡせぬのであるから, 少人数の屈ﾡの者が一時 

に努力する より,多人数の見流の略扱をﾡた方がﾡの成ﾡを衆けられる 

と修也されたので,樹脂の採熱主帳としては,野幌図行林に近接して在 

ナる 8 園民學校の兄求及び 1 修練道場の修練生にな く こととし, 各岡民 

學校及び修練道場に協力を依頼 し, の快諾を代てﾡ行に移つたのである. 

両して 樹ﾡの探集のﾡには ﾡ"の特生する林内に 立入る必要がある 關係

初等科 6 年生及び高等科 1, 2 年生の協力を依額したのであるが, 

教複式図民ﾡ校では6年生が極めてﾡいこと と, 投業の関係上とから して 

4年生又は 5年生以上等の格力を得たのである。岡民戦校兄流を動日する 

採集叶則を樹立 したのは以上の外,分幌図方林は ト ドマッを主とする球林 

で, 地勢比較的平坦,周岡は全部農耕•地で,道路は林内に縦横に通じ交通 

優 e, 此の極の作業 を 行ふ に は も好都合であると認めたか らである.

4 樹脂探集器

トドマツ樹脂は共の用途の關係からして,探したﾡ『中に若色物のﾡ 

入することは出來るだけ避ける必要があり, 特に採集器を鐵板で作る時は, 

第が入するﾡがあるので之は避けねばならない。

探集器の型態と しては採集方法から考慮 して,樹皮を破る部分と脂袋中 

の樹ﾡを直ちに受けﾡめる部分とをﾡね備へることが優利でる。故に注 

射器又はスポイト'等の様なものを用ひ,共の尖端で脂袋を破り, の内に 

合まれてゐる樹ﾡを吸引探集する方法も考へられたが, ト ドマツの脂袋內 

のﾡﾡは粘ﾡであつて, 細管を通して流動するのは容易でないので,此の 

方法では容易に採脂出來ぬ様である。依って筒狀の器を用ひ,共のロで樹 

皮を破り 脂袋内 の樹脂 を 筒の中に 流下 させて採集す る のが 便利 と思考せ ら 

れ, 一方法としてﾡ子製試験ﾡを使して見たが, 共の口で トドマツの脂 

彼の大部分の も のは容易に破 り得るも, ﾡ袋に よ つては被ﾡ してゐる樹皮

- 23 -

- 22 ——



が硬く 破る こと が出來ない ものもあり, ス試験の岡子は薄く 破し場い 定の報告を依ﾡし,日は試験場から係日が現地に出張して, 調ぶと共に
のであるから, ちょつとの不注意スは無ﾡ 

によて破損する ことが多く, の破損ロで 

身粒に負編を受け易い缺動がある.依つて 

M民み校の見童には上遊の理山で試監ﾡの 

使用は取止め,竹ﾡをひるととにしたの 

である。

竹に は種ﾡが多 く, 野幌国力 林內に も ネ 

マガリグクが自生してみるが, の孔体が 

細く世ﾡつ沈入。流出が困犠なので,本州 

産の市竹的ちﾡ竹に使用 さ れて み る竹で孔 

條の太いものを選び,之を国の様に節の直 

下毎に羽に切り, の端をﾡくﾡ利にﾡり, 之を樹脂採集器として使用

せしめたのであろ。

5 樹脂探集方法

ﾡﾡ探災器の級利にﾡつた部分で脂彼のﾡ中央部を破り, の催探集御 

で脂袋の下部を押 し,脂坂内の樹ﾡを上方に抑川ナ株にﾡ作するのである. 

斯 く 投作『る ことに より ﾡ姿の上部のﾡﾡは自然に竹簡内に下ナ る と 共 

に, 下部のﾡﾡも上方に抑川されて竹ﾡ内に流れ込み, ﾡ彼内の樹脂を会 

部竹筒に判めるととが叫楽るのである。樹脂探災器の脂彼を破る部分が蘭 

く な い時は樹府の流れ込むのに 不便であ る。

獅く して竹何内に集つたﾡ脂は適常な時に, 用意 した石汕価に移し容れ 

て樹の探集を反復任行するのである。

6 試験成績

ト ドマツ樹脂探集主盤と した國民學校等に採集月 日及び出動見数の預
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兄童を監督 して樹脂を探楽せ しめたのであ る。併 し岡民学校によつては樹 

請を臨時探業 したき意向を示 し,出監探集器の興方を %堂 して楽た to 
があつたので, と等には兄童数に臨じﾡ盆な数量のﾡ集器をみ校に頭け押 

集を依顿したのである.

喚め世『の探集期日及び出動兄流数のﾡ定の報谷を得て探ﾡした幽民例 

核は 5 校で, 見童の延人数は 920 名, 延日数は 21 日であつたが, 江別 

第二國民學校兒童が自 8月 1 日至同4 日の 4 日間の探脂時間が午前中 

だけであったので,此の見流数を牛数と し 1 日功程とすれば見流の延人 

は816名となる。探集 した絶ﾡ請ﾡは 36.854 kg に追 し,1見流1日の押 

ﾡ述は不均45.22g となるのである。此の内卒を示ナと第一炎の様になる。

第一表中, r別締二, f浪及び魔島東部の各校は高等科を布し の他 

は初等科のみであつた,

次にﾡﾡ探災器を孤け臨時採を依額し, 10 月下句に全採腑たを科做し 

た 図民撃核及び修練道場の探肝成績は姉二炎の株 になる。

第二表
こ------------------ - 

み校名 孤け た る協ﾡ
量 採呢」「

樹腐採処量 (g2

大際岡民み校 20 0.200 10.0

西 ノ』図民4校 20 3.200 160.0

野幌図民み校 50 3.600 72.0

修純当場 40 8.550 . 213.7

t 130 15.550 119.6

野幌國民學校は高等科があ り ,大麻及び西 ノ骐の兩校は初等: 科のみであ 

った。修練道場の修練生は中等;學校,青年學校の生徒が主であった。

次に糊心採集成績に依り知ることの出來た2, 3の小項について述べる 

こととする。

1)探脂量

第一表によ り見 1 人 1 日の採脂* を見るに,不均して 45.22g であ
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るが,江別リニ校の 18.85g をは低と し,廣島東部校の 8S.05g を派高と 

してわる。此の採ﾡﾡのﾡが逃だ大で あるのは色々 の事情に よるものであ 

り, 然C, 不始心の釜の生するのは, 採無君 口の天候,欧督員の出砂,•共 

○他機多の原がﾡけられるのであるが, 之の外, 採無箇所によ ること 

も大せな原ﾡである。

第二表に よれば,曲ﾡ探集器 1 価 •當 り の平均採所最は 119.6g で,或事 

情により殆 =探ﾡすることの求なかつた大際校の不場10.0g と いふ成i 

を除けば 139.5g となるが,此の内にはﾡ練生の 213.7 g といふ好成ﾡが 

含まれてゐるので,各校の採T量を見童 1 人 1 日ド均採町量を 45.22g と 

したもので, 採脂器 1 協を見流 1 人が 1 日使川したと して計算すると, 

大際桜は約 0.2 Hl, 西ノ皿校は約3.5 日l, 野幌校は約 1.6 日間探書し 

たことになり, 第一表では小灯視校の 1 日Mを除けば 3 日至 7 日間各 

校が探ﾡ したこと に較べて好広績と言ひ難いのである。

伏つて図民校に採ﾡを依領するには, 探脂換定 日 及び兄流数のﾡ書を 

間 る 方法が央好な 成績 を 得 られるのである が,ﾡ監換定 日 の欄書には 何 日 

より何日迄の間に何口間といふ方法を探つた方が;當日の雨天等を考!直す 

る時カ•利である,

2)採脂歯所竝に胸高直径

トドマツの脂袋は,概してﾡ光の貴く常るﾡ所に生してみる ト Fマツ 

の樹幹に 大形の ものが多く 生 tて ゐ る 傾向があ る。 *胸高u極 10 cm 以下 

の小種木には小形の所袋が数多く生じてゐるが,之等の膈袋から採脂する 

こ と は採脂器等に附若する も のが多 く ﾡり 適當でない。•胸高式対 40 cm 以 

上の大極木になると, 児童の手の屆 く 範園の樹皮は一般に硬く なつてを り, 

之亦採用に 不適當 と 似 さ れた。

依つて兒* の採胎適地と しては, 南方に疎開地を有する林線又は南方領 

科地に 胸高直徑 15～40cm の ト ドマッが生 してをり, 笹等: の隙化: 物の阳 

い価所が く,企り 林内深 く立入り, トドマツ に陽光が以 く 當らぬ箇所は
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不諾となるのである。

之を第一女により設明すれば, 江別郊二校の兄童が野幌ﾡ行林の北部を 

占める菊1 林班の納帝林とﾡめられるﾡ所で探ﾡしたのに教べ, 広島東部 

校兒朮 が同園有林の南銀に 位し稍南方に 傾 的 して ゐる第 59 #度で主と し 

て採粉したのである. 8月1 日の依島東部校兒小の採帯成績が不良であつ 

たのは, 同日の探脂崎所が同2行林第30, 41,42の各林琉界を低してゐ 

る項8ﾡ縦を林内探く立入つたﾡ所であつた低と思はれた。信濃校が為等 

科の兄童を布 しながら,小野幌及び大曲府校の初等科兄童のみの探ﾡ量と 

大港のないのは,f浪校がﾡ初に探ﾡに従事したため監ﾡﾡの不馴等もあ 

るが, 同校の採脂節所が野幌園行林第 19, 20 及び 21 の各林班の奥深い 

ﾡ所であつたのに教べ,小野ﾡ校は姉 20 林班内大深の市ﾡﾡ堤にかて, 

又大曲校は第 50 及び 51 林班の南領斜面に於て各 ・ 採所 した為と 思はれ 

たのである。加ふるに大形のﾡ坂が多いﾡ所で探ﾡする場合は, 探器に 

樹脂の増加するがﾡで あるため, 兄童は探脂に興味を 生じ 熱心に採脂す 

るに反し 少しでも採脂 し難い箇所では,探脂器に集る樹ﾡの量が却々ﾡ 

加せめ低に, 兄流 は探ﾡの興味を失ひ 探脂量 に一府大なる 影響 を生ナるの 

である。

3)採脂時期

第一炎によ り 平均氣溫 16.59°C から同15.17°C の時期 まで採版する こ 

とが出來た が,平均氣温が 18°C 以上の日がﾡく時期の探脂広が良好で 

あった。野幌に於ては 7 月上句から 9 月中句まで探ﾡすることが出來る 

が,7 月下句から 8 月下何ﾡをﾡ期とﾡめられたのである。

併し兒童の採腑時期は,小野帆及び信濃の兩校が 7 月に探脂したが, 共 

の他は 8 月上何ﾡ中休製初に採脂し, の後は 9 月に第 2 ﾡ期が始つ 

てから探ﾡしたのである。7 月 に採脂 した小野俛及び信濃の兩校は學校の 

都合によつた ものであつて,各校共探脂行事に数日を換定するには,4中 

休暇當初が便利の様であった。8 月上句の探脂基に所期のがﾡられなか
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つたため, 6月5,6 日の刷日に互り各校に再度の採脈を依額したのであ 

るが, 一探『行を終つた後は見流の召集が却々困費であり,且 s 月中 

に修似族行,四ﾡに到する各和の合, 北の他見童に課せられたクロー 

パーの就了•採始,特殊求の公系の助九, 通路の除草等に加ふるに初等科 

上級&び高5科兄流は各自のぬﾡを行ひみるため,.S 月中の採腑行事に從 

本することが出來す,9 月に至り部 2 回の探ﾡを行つたのであるが, 9 月 

に至れば無ﾡが低 ドし採所の好期を逃し,従つて採請ﾡもじたのである。

4)熟 練

探ﾡ方法はﾡめて簡mであつて, 兄 弟の熟練 も 早いが,同一協所に生 

してゐる トドマツでも,漪般によつて粉袋の多少, 大小, ﾡﾡの述があ 

るもので, 之は数回の超験により大姉にﾡ場に選別することが出楽る様 

にな るのであつて,兒童の採府策が革 1 日同よ り埼2, 第 3 日同と次締 

にれ加を楽 した大曲校の成績は此の熟練を物酒つてゐる。

5, 修練生の採脂成績

修終生と しての札幌第一中撃校生徒の探脂績を示すと第三まの様にな 

る.

第三表・

日

-----

生 徒 製 探肺量 
(g>

1人!日o 
探肺量 (g)

ボ 均 氣 温 
(C)

7.16 35 1.500 42.8 16.59

7.17 33 ・ 3.712 112.5 16.80

68 5.212 76.6

第三炎は 2 日間, 延生徒敷 68 人の少数の例であるが,1 人 1 日平均

76.6 g の探脂量 を示し,第1 日目より第2 日目に感しく 成ﾡが上 して 

ることが認められた。又同 ロ に採便 した信濃校兄童の採財成績と 比較す 

ると,16 日には約1.6 倍,17 日には約 2.7 倍の採脂::止となり,探ﾡ協所
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が野幌図布林内遊ﾡの商側で, f桜の拓脂価所と 同程度の箇所で あつた 

ことから して,中察校生徒の樣に.上級生徒の方が火好な成績を示すこ とが 

知られた。

7摘 要

ト ドマツ樹ﾡの探集を, ト ドマツの世皮に生じてるﾡ袋を破り, 合t 

れてゐるﾡﾡを探ナる方法によつて計割し, 採器と して竹簡を使用 し, 

探災主器を凶民撃校流及び修終道場の修終生に置さ, 総ﾡ請量 62.404kg 
を探集することが山楽來たのであるが,・の結果から次の事項が認められ 

たのである。

1) 國民學校兒童の 1 人 1 日の不均探脂量は 45.22g で,中 等學校生 

徒の夫れは 76.6g であつた。

2) 図民製校兄童の探脂広績は探脂ﾡ所の適否に よつて大いに差を生す 

る。

3) 図民撃校から探媒換定日の報省を得て探晴した方が, 臨時の探ﾡを 

依頼した場合よりも成績が口好であった。

4) 探脂ﾡ所は市方ﾡﾡ地又は南方に疎開地があり, トドマツに陽光の 

良く當つてゐる箇所が般適地である。

5) トドマッ は胸高直径 15～40 cm 程座の ものが採脂に適 して み る。

6) 平均氣温 16* から 15°C前後まで探脂が山楽るが,不均条温18°C 

以上の Fのﾡ く時期が採脂にﾡ して ゐ る。野幌では 7月 上句か ら 9月 

中旬 まで採脱出來るが,7 月下句から 8 月下旬迄が般 も 採脂•に適して 

ゐた。

8 採脂を終りて

本試験の開始當初は,ト ドxツ樹ﾡ100kgを探集する斜割を樹てたの 

であったが, 實行に常つて約 52kg@ち1割の約量だけ しか免める こと
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が出來なかつた. 之は岡民校兄の協を得て樹脂採事FをT施せる 

は始めての事であり, tﾡ通りの広ﾡを牧め刊なかつたに口るものである 

が,茲に今後此の秋の事業を行ふ場合に參考となると思はれる話につき述 

べることとする。

1) 採ﾡ崎所については前の事項の外に, 兄童の履物に萬全を期する 

こと が出來ないので,笹刈を した場所では兄流が不の負傷を受ける 

ことが多く, 土氣に大いに影響することがあるので注意を要する。 

ス林内至るに 生rしe みるッタ ウルシによ つて決敗け に福る 兄流が 
多く, 本試験の場合でも数名の見流が決に敗け,の逃だしいざは能 

単放行に会加が出來なかつたと言ふ和である。故に採ﾡ前及び探ﾡ中 

に も能くツ タウルッを社へ注遣せしむべきである.

2) 100kgのト ドマツ樹脂を操集するのに, 見流1人1 日の採丽量を 

45g と番催せば約2,230名の見童を要することとなる。商5科を持つ 

W民製校で 1 校 1 回に約 50 名,初"科のみの岡民争校で 1桜1回 

に約30名の協が得られると し,附種の校数を同じとすれば約56回 

の協力 を 得ねばならない。斯く の如き 多く の回数は,銀令野幌岡布林 

の樣 に部落に近接 してゐる 有利な條件で も却々望むこと が山來ないの 

であるから, 本樹ﾡがカナダバルサムの代用品と して時局柄極めて 

な資源であることに鑑み, 今後は範圍を携げ全道各地に於ける協力 

を依頼し實行すべきである。

3) 本場に於て 人夫を使役 し採脂作業に従事せしめたが, の探脂成績 

は 1kgのト ドマツ樹の探集Iに12.5～3.。 日を要してるる。1 人 1 

日 の賃金を 2 m 50 岐と見れ,1kgのト ド マッ樹脂の採集費は 6 m 

25 能〜 7 m 60 錢を要する ことになる。

4) 本場にかて ト ドマツ樹脂 52.404kg を採集するに要した經費は次の 

通り であつた。 ・

i 探脂用竹筒 300御 1簡15後 4500

ii ﾡ念業品類 7.42
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ii め 和 樹脂1kg4 聞の 202.62

iv 樹脂ﾡ材の他 . 832
計 265.36

205 四 36 綾を要し ト ドマッ樹脂 1 kg 當り 5m6 ﾡに根盆した 

のである。

本試験はﾡ林省林系試路場長技師務関光長氏の愛請にﾡづき,同場技崎 

川村實乎氏 と打合はせの下に開始され,北海道#系試場長抜崎殿部正欄 

氏,同場技師内田丈共氏の御ﾡ切なる御指導により, 又森林主西山奥市 

氏,同ﾡ名M四氏の御扱助を得て成するととが出來たのであつて, 上途 

の諸氏に 深 く 感劇 する 次第 で ある.

尙本試驗の實行に 和 々 御協 を得たる 災深江別締二図民み校長, 越田大 

際図民製校長, 久保田小好幌國民巩校長,羽客ほ 濃國民學校長,佐放西ノ 

里國民學校戻,動府大曲网民學校長,菊池廣島朿部國民學校長,佐々木野 

幌國民班校長,佐々木修株場長位に関係験口諸氏に到 し厚 く 厳謝の意を 

衣ナる。
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